
主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　81,192 人 ( 前 月 比 ▲ 25) 男 40,283 人　 女 40,909 人　28,959 世 帯 6 月 1 日 現 在

提供：石岡市まちづくりアカデミーⅢ

●  春の叙勲に大槻さん、紙塚さん　                      P11

●  もうすぐ夏休み
　  プールやキャンプ、ハイキング…　　　　　　 P26

●  窓口の満足度調査
　  お客様の７割が満足　　　　　　　　　　　　   P2

●  石岡市文化財マスタープランを策定
　  歴史遺産を後世につなぐまちづくり                     P4

●  夏休みをもっと楽しもう
      親子教室・体験教室・ふれあい講座                     P6

　石岡一高の西側の土手下にあるのが、
山王日枝神社です。大正 11 年に新治
郡立農学校（現石岡一高）を移転新築
した際、その敷地となった山王台上に
この神社が鎮座していました。学校の
建設に伴い、神社は現在地へ移されま
した。

山王日枝神社

（石岡一）

広　 報 2009年［平成21年］

7 1

No. 90いしおかいしおか
ISHIOKA



　

市
で
は
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、
窓

口
業
務
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
意
見
は
、
窓
口
で
の
手
続

き
な
ど
が
、
さ
ら
に
便
利
に
な
る
よ
う
事
務
改
善
に
生
か

し
ま
す
。

　

本
年
１
月
～
２
月
に
行
っ
た
窓
口
業
務
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、お
客
様
の
７
割
が
満
足
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
市
民
の
声

■
庁
舎
改
善

・
各
課
の
業
務
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
わ
か

ら
な
い

・
庁
舎
内
の
照
明
が
暗
い

■
サ
ー
ビ
ス
改
善

・
待
ち
時
間
、
順
番
な
ど
が
わ
か
ら
な
い

・
時
間
の
延
長
や
休
日
の
対
応
を

・
声
が
小
さ
い

・
申
請
書
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
何
度
も
同

じ
こ
と
を
書
か
せ
ら
れ
る

　

総
合
窓
口
の
開
設
、
窓
口
時
間
を
毎
週

水
曜
日
午
後
７
時
ま
で
延
長

■
庁
舎
改
善

・
窓
口
サ
イ
ン
（
案
内
板
）
を
設
置
し
、

ど
こ
の
窓
口
で
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
出

来
る
の
か
表
示

・
証
明
記
載
台
や
ソ
フ
ァ
周
辺
の
照
明
を

追
加

■
サ
ー
ビ
ス
改
善

・
番
号
発
券
機
を
導
入
し
、
順
番
を
分
か

り
や
す
く
表
示

・
平
成
19
年
12
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
窓

口
の
業
務
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

・
フ
ロ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
窓
口
案

内
を
開
始

・
類
似
す
る
証
明
の
請
求
書
な
ど
を
一
枚

に
ま
と
め
る

平成 19 年 7 月のアンケート結果

アンケートを受けての改善

窓口サイン

フロアアシスタント

番号発券機

総合窓口満足度は８割以上

窓口の満足度調査

お客様の７割が満足
総合窓口：市役所で複数部署にまたがる手続きを、できる限り
　　　　　一か所で取り扱えるようにした窓口



申請書の書き方 62.4

目的の窓口の行きやすさ 71.1
職員の身だしなみ 71.2

職員の説明 75.9
職員の言葉づかい 76.9職員の言葉づかい

　

す
べ
て
の
設
問
で
満
足
度
の
向
上

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
﹁
目
的
の
窓

口
へ
の
行
き
や
す
さ
﹂﹁
職
員
の
あ
い

さ
つ
﹂
の
項
目
の
上
昇
が
目
立
ち
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
し
く
始
ま
っ
た
総
合

窓
口
で
、
積
極
的
に
声
か
け
を
行
う
フ

ロ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
市
民
に
好
評
で

あ
り
、
そ
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
窓
口
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

職
員
の
意
識
が
向
上
し
、
市
役
所
全

体
の
印
象
を
良
好
に
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
体
的
な
満
足
度
は
上

昇
し
て
い
る
も
の
の
、
個
々
の
設
問

で
は
、﹁
悪
い
﹂﹁
非
常
に
悪
い
﹂
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
意
見
を
真し

ん
し摯

に
受
け
止
め
て
要
因
を
探
り
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
市
民
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

総
合
満
足
度
で
は
、前
回
に
比
べ
、

５
％
上
昇
の
大
き
な
成
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
３
割
の
お
客
様
が

満
足
し
て
い
な
い
の
で
、
さ
ら
な
る

改
善
が
今
後
の
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

行
財
政
改
革
推
進
室

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
０
３
）

　

 http://www.city.ishioka.lg.jp/

平
成
20
年
度
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

■
調
査
期
間

　

平
成
21
年
１
月
26
日
～
２
月
13
日

■
調
査
場
所

　

市
役
所　
　
　
　

　
　

１
・
２
階
の
各
窓
口
、
正
面
玄

　
　

関
、
分
庁
舎

　

八
郷
総
合
支
所　

　
　

１
・
２
・
３
階
の
各
窓
口
、
正
面

　
　

玄
関

■
調
査
方
法

　

総
合
窓
口
、
各
窓
口
で
職
員
が
お

　

客
様
に
依
頼

■
回
答
総
数

　

１
１
７
３
件

（
一
般
窓
口
、
総
合
窓
口
ア
ン
ケ
ー

ト
の
両
方
、
も
し
く
は
い
ず
れ
か
に

回
答
し
た
件
数
）

※
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
評
価
は
、

﹁
非
常
に
良
い
﹂﹁
良
い
﹂﹁
普
通
﹂

﹁
悪
い
﹂﹁
非
常
に
悪
い
﹂
の
５

段
階
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、﹁
非
常
に
良
い
﹂

と
﹁
良
い
﹂
を
満
足
し
て
い
る

件
数
と
し
て
集
計
し
て
い
ま

す
。

窓
口
全
般

総
合
窓
口

職員のあいさつ

窓口ですぐに用件を伺ったか

69.6

75.4

フロアアシスタントによる案内

番号発券機（呼出表示・モニター）

サイン（案内板）のわかりやすさ

カウンターの印象

申請書や請求書のわかりやすさ

86.1

75.7

75.4

71.1

60.1

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

70.8%

数値が大きいほど満足

満足度

単位：％

単位：％

HP

窓口全般の満足度

総合窓口の満足度

区　分 回収数
（件）

構　成
（％）

5 分以内 318 48.7
10 分 223 34.2
20 分 79 12.1
30 分 24 3.7
45 分 5 0.8
1 時間以上 4 0.6

総合窓口の手続き時間

5 分以内
48.7

10 分
34.2

20 分
12.1

30 分
3.7

45 分 0.8
1 時間以上 0.6

単位：％

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て

窓口の満足度調査

全設問の平均
※前回比５％アップ

３　広報いしおか　№９０

84.3%
満足度

全設問の平均

6050 8070

50 60 70 80 90

用件を伺ってからの待ち時間 63.3



■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
３
４
）

　

こ
の
た
び
市
の
文
化
財
の
保
護
・
保
存
お
よ
び
活
用
計
画
の
方

針
を
盛
り
込
ん
だ
「
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
遺
産
を
後
世
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

石
岡
市
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

　

石
岡
市
は
、
文
化
財
に
囲
ま
れ
た

ま
ち
で
す
。
市
内
の
大
部
分
が
埋
蔵

文
化
財
が
埋
も
れ
て
い
る
所
で
あ

り
、
国こ

く
が衙
、
国
分
寺
、
国こ
く
ぶ
ん
に
じ

分
尼
寺
と

い
っ
た
国
の
重
要
な
施
設
が
置
か
れ

て
い
た
な
ど
、
全
国
的
に
み
て
も
歴

史
的
価
値
の
高
い
ま
ち
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
常

陸
国
総
社
宮
大
祭
や
各
地
域
の
祭
り

な
ど
で
、
市
民
生
活
に
根
づ
い
た
数

多
く
の
無
形
文
化
財
が
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
市
の
財
産

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
前
提
・
基

本
と
な
る
も
の
で
す
。
文
化
財
の
適

切
な
保
護
・
保
存
を
進
め
活
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
石
岡
市
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
人
＝
石
岡
人
に
与
え
ら
れ

た
大
き
な
命
題
で
あ
り
、
責
務
で
あ

る
と
も
い
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
方
策
に
よ
り
、

市
民
と
行
政
が
協
働
し
文
化
財
の
保

存
・
活
用
を
行
い
、
後
世
に
伝
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

① 

文
化
財
の
保
存
、
維
持
管
理
に

対
す
る
支
援
充
実

② 

市
民
参
加
に
よ
る
文
化
財
の
保

護
・
保
存
お
よ
び
活
用

③ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
育
成
と
積

極
的
な
連
携

　

市
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世

　

市
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
に
は
、
文
化
財
に
囲

ま
れ
て
生
活
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
過
去
か
ら
現
在
に
受

け
継
い
で
き
た
市
の
歴
史
文
化
を
学

び
、育
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
「
石
岡
市
歴
史
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
や｢

八
郷
す
て

き
旅
案
内
人
の
会｣

が
組
織
さ
れ
、

様
々
な
見
学
要
請
に
応
え
て
い
ま

す
。 「

石
岡
市
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
は
、
教
育
委
員
会 

文
化
振

興
課
と
市
役
所 

総
合
窓
口
③
番

で
、
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
遺
産
を
後
世
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

❶ 

文
化
財
・
伝
統
文
化
が
保
存
継
承
さ
れ
る
ま
ち

❷ 

文
化
資
源
に
囲
ま
れ
た
ま
ち

　

今
後
も
将
来
に
わ
た
り
市
の
文
化

財
、
歴
史
文
化
を
引
き
継
い
で
い
く

に
は
、
歴
史
文
化
の
担
い
手
の
育
成

が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
方
策
に
よ
り
、

文
化
財
を
活
用
し
た
生
涯
学
習
の
展

開
を
図
り
、
後
世
に
伝
え
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

① 
魅
力
あ
る
生
涯
学
習
の
展
開

② 
伝
承
技
術
な
ど
の
体
験
学
習
機

会
の
創
出

基
本
理
念基

本
目
標

文
化
財
を
活
用
し
た
生
涯
学
習
の
展
開

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
・
活
用

　

市
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世

　

市
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
後
世

　

基
本
理
念
で
あ
る
『
歴
史
遺
産
を

後
世
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
』
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
協
力
と

合
意
の
形
成
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
行
政
が
先
導
的
な
役
割

を
果
た
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
見
本
と

重
点
地
区
整
備
候
補
地
の
設
定

な
る
整
備
を
示
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

重
点
地
区
整
備
は
、
基
本
理
念
を

実
現
す
る
た
め
に
、
行
政
が
先
導
的

に
行
う
事
業
で
す
。

・
古
墳
群
ゾ
ー
ン　
　

：
舟
塚
山
古
墳
と
古
墳
跡

・
古
代
遺
跡　

〃　
　

：
国
分
寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
・
郡
寺
な
ど

・
ま
ち
並
み
整
備　

〃
：
登
録
文
化
財
が
並
ぶ
中
心
市
街
地

・
歴
史
体
験　

〃　
　

：
常
陸
風
土
記
の
丘
周
辺

・
歴
史
・
観
光　

〃　

：
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
周
辺

・
史
跡
探
索　

〃　
　

：
古
代
散
策
ロ
ー
ド

・
自
然
探
索　

〃　
　

：
自
然
と
歴
史
が
融
合
し
た
地
域

重点地区整備候補地

　

石
岡
市
は
、
古
く
か
ら
の
歴
史
・
文
化

が
引
き
継
が
れ
、
第
１
次
石
岡
市
総
合
計

画
で
は
、
暮
ら
し
と
自
然
・
歴
史
が
調
和

し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
目

指
す
べ
き
将
来
像
で
あ
る｢

風
と
時
が
輝

く
〝
和
〞
の
ま
ち 

い
し
お
か｣

は
、
こ
れ

ら
の
自
然
・
歴
史
を
守
り
つ
つ
、
日
本
の

原
風
景
に
息
づ
く
や
す
ら
ぎ
を
大
切
に
し

な
が
ら
、人
の
和
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
、

市
民
と
行
政
の
和
（
協
働
）
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

文
化
財
の
保
護
・
保
存
お
よ
び
活
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
そ
う
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
課
題
で
す
。

舟塚山古墳

善光寺楼門

広報いしおか　№９０　４



座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。
残

り
の
第
３
・
４
期
分
は
、
年
金
支
給

月
（
10
月
・
12
月
、
平
成
22
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か

ら
は
、
左
の
図
の
と

お
り
、
年
金
の
支
給

月
に
引
き
落
と
さ

れ
、
年
６
回
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

●
詳
し
く
は
、
市
役
所 

税
務
課 

市

民
税
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
）

　

現
在
、
公
的
年
金
を
受
給
し
、
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の
納
税
義

務
の
あ
る
方
は
、
年
４
回
の
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
の
窓
口
や
口
座
振

替
に
よ
り
、
住
民
税
を
納
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
か
ら
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
年
金
の
支
払
い
を
す
る
社
会

保
険
庁
な
ど
が
住
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）

し
、
市
に
直
接
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
方
法
が
変
更

に
な
る
だ
け
で
、
納
め
る
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

納
税
相
談
・
納
付
受
付

５月の差押件数

不動産 3件

預　金 12件

合　計 15件

21 年度累計 123件

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の  

税

対
象
と
な
る
方

10
月
か
ら
開
始

住
民
税
が

　

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
！

　

そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
65
歳
以

上
の
年
金
受
給
者
で
、
住
民
税
の
納

税
義
務
の
あ
る
方

・
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
方

・
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
さ
れ
て
い
な
い
方

・
引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
が
老

齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
を
超
え
る
方

　

老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
等
）
な
ど
の
公

的
年
金
で
す
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
年
金
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

　

年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
の

は
、
あ
く
ま
で
も
「
年
金
所
得
に
係

る
住
民
税
額
の
み
」で
す
。
ほ
か
に
、

給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る

引
き
落
と
さ
れ
る
税
額

対
象
と
な
ら
な
い
方

対
象
と
な
る
年
金

場
合
、
そ
れ
ら
の
所
得
に
係
る
住
民

税
額
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
給
与
か

ら
の
引
き
落
と
し
、
ま
た
は
納
付
書

で
納
め
ま
す
。

　

10
月
の
年
金
支
給
分
か
ら
引
き
落

と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　

６
月
と
８
月
の
第
１
・
２
期
分
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
付
書
ま
た
は
口

開
始
時
期
な
ど

納付月 6月 8月 10月 12月 2月

納付方法 納付書で納める 年金からの引き落とし

納付額 それぞれ
年税額の４分の１

それぞれ
年税額の６分の１

（例）
税額６万
円の場合

それぞれ
15,000 円

それぞれ
10,000 円

●平成 21年度の納め方（年５回）

◆平成 22年度の納め方（年６回）
納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

納付方法 年金からの引き落とし

納付額 それぞれ
前年度２月と同じ額

それぞれ 22 年度
年税額の残りの３分の１

（例）
税額 6 万
円の場合

それぞれ
10,000 円

それぞれ
10,000 円

不
動
産
公
売
情
報

実
施
日　

７
月
14
日
（
火
）

場　

所　

八
郷
総
合
支
所 

　
　
　
　
　
　
　

３
０
１
会
議
室

公
売
物
件
（
石
岡
市
内
）

・ 

石
岡
字
並
木
東
地
内
二
筆（
雑
種
地
）

・
真
家
字
駒
庭
地
内
一
筆
（
宅
地
）

※
公
売
は
事
情
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前

に
担
当
課
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
役
所 

収
納
特
別

対
策
室
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

５　広報いしおか　№９０



◆ 

申
込
期
間　

　

 

７
月
４
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）
９:

00
か
ら
17:

00
ま
で

　
　
　
　
　
　

 

※ 

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆ 

申
込
方
法　

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を
開
設
す
る
「
公
民
館
」
に
、
本
人
・
家
族
が

　

 

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆ 

注
意
事
項　

　

・
６
日
（
月
）
は
各
公
民
館
と
も
休
館
日
で
す
。

　

・
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆ 

対
象
・
定
員

　

 

各
教
室
と
も
小
学
生
と
親
30
名
で
す
。

　

 

た
だ
し
、
親
子
社
会
科
教
室
は
小
学
生
と
親
35
名
で
す
。

公
民
館

夏
休
み
親
子
教
室

　

今
年
の
夏
休
み
も
「
公
民
館
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
旭
台
会

館
」
で
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室
や
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

親
子
や
、
友
だ
ち
と
参
加
し
て
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
室
名
・
内
容

開
催
日
時

活
動
場
所

材
料
費
・
教
材
費
な
ど

公
民
館

親
子
折
り
紙
教
室

画
用
紙
に
貼
れ
る
・
遊
べ
る
折
り
紙
を
作
り
ま
す
。

８
月
２
日
（
日
）

９
：
30
〜
11
：
30

中
央
公
民
館

参
加
費　

　

小
学
生　

３
０
０
円

中
央
公
民
館

　

☎ 

４
３
・
６
２
６
２

親
子
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

美
味
し
い
パ
エ
リ
ヤ
を
作
り
ま
す
。
宝
さ
が
し
ゲ
ー

ム
や
ス
カ
イ
ス
ク
リ
ュ
ー
も
作
り
ま
す
。

カ
ブ
ト
ム
シ
一
匹
プ
レ
ゼ
ン
ト

８
月
22
日
（
土
）

９
：
30
〜
15
：
00

つ
く
ば
ね

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

参
加
費

　

大
人　
　

１
０
０
０
円

　

小
学
生　
　

９
０
０
円

各
自
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
帽
子
、
タ
オ
ル

親
子
で
海
の
い
き
も
の

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

館
内
見
学
・
砂
浜
を
歩
い
て
生
き
も
の
観
察
で
自

然
体
験

８
月
２
日
（
日
）

８
：
00
〜
16
：
00

福
島
県
い
わ
き
市

　

ア
ク
ア
マ
リ
ン

　
　
　
　

ふ
く
し
ま

参
加
費

　

大
人　
　

１
７
２
０
円

　

小
学
生　

１
０
７
０
円

　
（
入
館
料
、
高
速
道
料
）

府
中
地
区
公
民
館

　

☎ 

２
４
・
１
５
３
０

親
子
社
会
科
教
室

鉄
道
技
術
を
体
験
し
よ
う
。

８
月
４
日
（
火
）

７
：
30
〜
17
：
30

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

　

鉄
道
博
物
館

参
加
費
（
昼
食
持
参
）

　

大
人　
　

１
４
０
０
円

　

小
学
生　

１
０
０
０
円

　
（
入
館
料
、
高
速
道
料
、

　

写
真
代
他
）

東
地
区
公
民
館

　

☎ 

２
６
・
６
５
０
３

親
子
Ｓ
Ｌ
の
旅

親
子
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
絵

を
描
こ
う
。

８
月
８
日
（
土
）

８
：
00
〜
17
：
00

真
岡
鐵
道
Ｓ
Ｌ
列
車

益
子
の
森

長
谷
川
陶
苑

参
加
費

　

大
人　
　

２
１
０
０
円

　

小
学
生　

１
４
０
０
円

　
（
絵
付
け
料
他
）

城
南
地
区
公
民
館

　

☎ 

２
６
・
３
３
４
１

親
子
社
会
科
教
室

「
原
子
」「
放
射
線
」「
核
分
裂
」
っ
て
な
に
？

８
月
23
日
（
土
）

８
：
30
〜
16
：
00

原
子
力
科
学
館

　

東
海
テ
レ
パ
ー
ク

材
料
費
（
昼
食
持
参
）

　

親
子
一
組　

５
０
０
円

　
（
写
真
代
他
）

国
府
地
区
公
民
館

　

☎ 

２
２
・
２
９
４
０

夏休み

夏
休
み
を

も
っ
と

楽
し
も
う

夏
休
み
を

楽
し
も
う

　
　
　
　

公
民
館 　

親
子
教
室

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク　

 

体
験
教
室

　
　
　

旭
台
会
館　

ふ
れ
あ
い
講
座

夏休み夏休み

広報いしおか　№９０　６



※
８
月
15
日（
土
）　

ち
び
っ
子
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
座
名

講
師

開
催
日
時

対
象
・
定
員

持
ち
物

そ
の
他

親
子
で
体
験
！

昆
虫
博
士
と
夏
の
虫
を
調
べ
よ
う
！

昆
虫
博
士
と
自
然
い
っ
ぱ
い
の
森
を
歩
き
な
が
ら
、
昆

虫
を
捕
ま
え
て
調
べ
て
み
よ
う
！

茨
城
県
環
境　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　

廣
瀬　

誠 

７
月
26
日
（
日
）

９
：
00
〜
11
：
30

親
子
15
組

虫
か
ご
、
網
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、

筆
記
用
具
、
あ

れ
ば
昆
虫
の
本

服
装
：
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
靴

小
雨
決
行

荒
天
時
ビ
デ
オ
・

ス
ラ
イ
ド
上
映

親
子
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
教
室

今
は
貴
重
な
、
ま
ゆ
玉
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト

　
　
　

研
究
会

８
月
２
日
（
日
）

１
回
目
10
：
30
〜

２
回
目
13
：
00
〜

各
回　
　
　

親
子
15
組

な
し

－

親
子
で
体
験
！

ち
ょ
う
博
士
と
昆
虫
の
標
本
を
作
ろ
う
！

ち
ょ
う
博
士
と
一
緒
に
、
園
内
の
森
で
昆
虫
を
捕
ま
え

て
自
分
で
標
本
を
作
り
ま
す
。

ち
ょ
う
博
士　

　

平
林　

英
男

８
月
９
日
（
日
）

１
回
目
10
：
00
〜

２
回
目
13
：
00
〜

各
回　
　
　

親
子
15
組

虫
か
ご
、
網

服
装
：
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
靴

材
料
費
：

３
０
０
円
（
標

本
台
、
ピ
ン
他
）

バ
ラ
の
夏
季
剪せ
ん
て
い定

教
室

講
話
と
園
内
の
バ
ラ
を
使
っ
た
実
技
指
導
を
、
無
料
で

開
催

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

職
員

８
月
９
日
（
日
） 

13
：
30
〜

入
園
者

革
手
袋

－

体
験
教
室
は
無
料
で
す
が
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

講
座
名

講
師

開
催
日
時

対
象
・
定
員

教
材
費

思
い
出
を
残
そ
う

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
講
座

〜
世
界
に
一
つ
〜
心
に
残
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ル
バ
ム

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
で
思
い
出
を
素
敵
に
残
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

小
島　

哉
子

殿
塚       

麗 

８
月
７
日
（
金
）　

８
月
21
日
（
金
）　

10
：
00
〜
12
：
00

親
子
20
組

１
０
０
０
円

子
ど
も
「
習
字
」
講
座

夏
休
み
宿
題
を
楽
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
。
学
校
に
提
出
す

る
作
品
を
仕
上
げ
ま
す
。

石
川　
　

淳

７
月
31
日
（
金
）　

８
月
７
日
（
金
）　

８
月
21
日
（
金
）　

８
月
28
日
（
金
）　

15
：
00
〜
17
：
00

小
学
生
10
人

無
料

楽
し
く
学
べ
る

「
キ
ッ
ズ
英
会
話
」
講
座

小
学
生
の
歌
や
遊
び
の
中
か
ら
身
近
な
英
会
話
を
学
習
し

ま
す
。

澤
田
布
美
子

８
月
１
日
（
土
）　

８
月
８
日
（
土
）　

８
月
22
日
（
土
）　

８
月
29
日
（
土
）　

10
：
00
〜
12
：
00

年
長
〜　
　
　

小
学
生
３
年
生

10
人

無
料

旭
台
会
館

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
講
座

◆ 

申
込
方
法　

　

 

電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
受
付
中
で
す
。

     

予
約
す
る
と
入
園
料
が　

団
体
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

 

※ 

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆ 

開
園
時
間　

　

 

９:

00
〜
17:

00
（
券
売
は
、
16:
30
ま
で
）

◆ 

入
園
料　
　

　

 

個
人　

大
人　

７
４
０
円　

小
人　

３
７
０
円

　

 

団
体　

大
人　

６
０
０
円　

小
人　

３
０
０
円

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

 

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク　

☎ 

４
２
・
４
１
１
１　

　
　

  http://fl ow
erpark.or.jp/

HP

◆ 

申
込
期
間　

 

　

 

７
月
７
日
（
火
）
〜
18
日
（
土
） 

９:

00
か
ら
17:

00
ま
で

◆ 

申
込
方
法　

　

 

直
接
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

◆ 

注
意
事
項　

　

・
13
日
（
月
）
は
休
館
日
で
す
。

　

・
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

・
申
し
込
み
少
数
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

 

旭
台
会
館　

☎ 

２
６
・
１
３
６
６　

℻   

２
６
・
１
７
８
０　
　
　

 

　
　

  asahidai@sm
ile.ocn.ne.jp

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

夏
休
み
体
験
教
室

７　広報いしおか　№９０



　「放課後子ども教室」は、すべての子どもを
対象に安全・安心な居場所を設け、地域の方々
の協力を得て、子どもたちとともに勉強やス
ポーツ・文化活動・地域住民との交流活動など
を推進する事業です。

生涯学習だより
生涯学習推進会議

お
も
い
っ
き
り
遊
ぼ
う

「葦穂キッズクラブ」
「小幡キッズクラブ」
新たにスタート

　

３
年
目
を
迎
え

た
放
課
後
子
ど
も

教
室
（
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
）
は
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
、

葦
穂
小
学
校

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

荒
井
澄
子
さ
ん
、

小
幡
小
学
校

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

三
ツ
井
美
枝
子
さ
ん

が
加
わ
り
、
既
に
実
施
し
て
い
る

吉
生
小
学
校
・
恋
瀬
小
学
校

と
併
せ
て
４
校
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
希
望
す
る
児
童
が
参
加

し
、
週
二
日
放
課
後
５
時
ま
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
安
全
管
理
員
の
先

生
、
保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支

援
の
も
と
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
勉
強

し
た
り
、
運
動
場
や
体
育
館
で
遊
ん

だ
り
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
地
域
の
方
々
の
協
力
で

茶
道
、
手
品
、
サ
ッ
カ
ー
、
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
、
乗
馬
な
ど
様
々
な
体
験

を
し
ま
し
た
。
ま
た
縄
跳
び
ア
ジ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
粕
尾
将
一
さ
ん
を

招
い
て
華
麗
な
技
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
本
年
度
も
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
楽
し

い
活
動
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

講師を迎えてフラワーアレンジメント

上手にできたかな？

馬の背中って気持ちいいね キッズルームで宿題を

茶道の体験

体育館で基地づくり

時間は？
放課後から
午後５時まで

だれでも
参加できるの？
１年生から
６年生まで
の希望者

場所はどこ？
キッズクラブを開
設している小学校
の教室や体育館

なにをするの？
学年を越えた子ど
もたちが、自由に
考えて遊びます。

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

安
全
で
健
や
か
に　

放
課
後
子
ど
も
教
室

● 

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１

　
　
（
内 

線 

１
２
４
２
）

授
業
が
終
わ
っ
た
ら
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■ 

募
集
内
容

オ
ア
シ
ス
に
関
す
る
小
さ
な
親
切
運

動
等
を
含
め
た
体
験
事
例
・
意
見
・

提
言
の
「
作
文
」・「
標
語
」

■ 

応
募
方
法

① 

作
文

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）

３
枚
以
内

② 

標
語

様
式
自
由
（
は
が
き
可
）

③ 

作
品
に
住
所･

氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢･

電
話
番
号
を
記
入

④ 

持
参
ま
た
は
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

※ 

児
童･

生
徒
は
学
校
へ
提
出

■ 

応
募
対
象
者

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
す

る
方 平

成
21
年
度　
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

　

地
域
の
誰
も
が
声
を
掛
け
合
い
、
よ
り
明
る

く
和
や
か
な
潤
い
の
あ
る
家
庭
や
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
こ
の
運
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、
実
践
事
例
の
「
作
文
」・「
標
語
」
を

募
集
し
ま
す
。■ 

応
募
先

〒
３
１
５

－ 
０
１
９
５　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０

－
１

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
４
３
）

℻  
４
３
・
１
１
１
７

　

 shougai@city.ishioka.lg.jp

■ 

締
切
日

９
月
25
日
（
金
）
必
着

■ 

作
品
の
表
彰

平
成
22
年
２
月
に
表
彰
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

■ 

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　

① 

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

② 

入
賞
作
品
は
市
に
帰
属
し
、
加

除
訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

平
成
21
年
度

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」

「
作
文
」・「
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

　
「
何
か
は
じ
め
て
み
よ
う
か

な
？
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
み
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
「
市
民
講
師
」

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味

の
木
工
や
料
理
、グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、

教
養
と
し
て
の
外
国
語
な
ど
、
86

名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

登
録
ジ
ャ
ン
ル

◇ 

絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・

　

 

写
真
・
彫
塑
・
音
楽

◇ 

伝
統
芸
能
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス

◇ 

生
涯
学
習
・
外
国
語
・
文
学
・

　

 

文
芸
・
郷
土
史

◇ 

園
芸
・
工
芸
・
手
芸
・
娯
楽
・

　

 

自
然
観
賞
・
趣
味
全
般

◇ 

料
理
・
着
付
・
食
品
衛
生
・

　

 

家
庭
生
活
一
般

様
々
な
分
野
の
ま
な
び
を
応
援
！

ま
な
び
の
支
援
者
「
市
民
講
師
」

◇ 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー

　

 

ツ
・
健
康
法
・
栄
養
の
知
識

な
ど
の
分
野
で
市
民
講
師
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
「
市
民
講
師
」
と
し
て

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

市
民
講
師
の
活
用
の
仕
方

❶ 

５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
学

　

 

習
内
容
、
学
習
場
所
を
決
め 

　

 

ま
す
。

❷ 

日
程
な
ど
は
、
市
民
講
師
と

　

 

直
接
交
渉
し
て
決
定
し
ま
す
。

❸ 

講
座
の
実
施

　

利
用
案
内
は
、
生
涯
学
習
課
・

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・１
１
１
１

　
（
内 
線 
１
２
４
２
）

で
、
あ
ら
か
じ
め
了
承
願
い
ま
す
。

③ 

入
賞
作
品
は
、
市
広
報
紙･

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

石
岡
市
・
か
す
み
が
う

ら
市
・
小
美
玉
市
の
３
市

で
、
結
婚
を
望
む
方
の
た

め
に
石
岡
地
方
結
婚
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
結
婚
相
談
員
・
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

● 

結
婚
相
談
員
【
石
岡
市
】

上
田　

好
一　
（
若
松
二
）　

　
　
　
　
　

☎ 

２
３
・
０
５
１
９

石
橋　

貞
利　
（
貝
地
二
）　

　
　
　
　
　

☎ 

２
２
・
５
０
２
１

岡
崎　
　

敏　
（
北
府
中
一
）　

　
　
　
　
　

☎ 

２
３
・
１
７
１
６

小
松
崎　

恵
子　
（
東
田
中
）　

　
　
　
　
　

☎ 

２
６
・
４
５
９
７

岩
瀬　
　

彰　
（
山
崎
）　

　
　
　
　
　

☎ 

４
６
・
３
６
９
３

市
村　

吉
正　
（
小
幡
）　

　
　
　
　
　

☎ 

４
２
・
３
３
１
１

大
場　

當
子　
（
佐
久
）　

　
　
　
　
　

☎ 

４
３
・
６
４
３
５

真
家　

三
英　
（
真
家
）　

　
　
　
　
　

☎ 

４
６
・
１
８
９
８

● 

石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
事
務
局

　
　
（
市
役
所 

市
民
生
活
課
内
）　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

経験豊富な結婚相談
石岡地方結婚相談所

生涯学習だより
生涯学習推進会議
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まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

瓦
職
人 

櫻
井
茂
幸
さ
ん

内
閣
総
理
大
臣
賞
に

▲練習を重ね内閣総理大臣賞に輝いた櫻井茂幸さん

　

市
内
小
塙
に
あ
る
桜
井
瓦
工
業
有

市
内
美
術
愛
好
者
の

２
０
０
作
品
が
展
示

職
業
に
就
い
た
の
は
、

ほ
か
に
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

か
ら
。
で
も
、
入
塾
し

た
こ
と
で
こ
の
仕
事
の

お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
た

そ
う
で
す
。

　

大
会
出
場
に
は
、
県

の
瓦
工
事
組
合
連
合
会

の
推
薦
が
必
要
で
、
櫻

井
さ
ん
は
平
成
19
年
に

続
き
今
回
で
二
度
目
。

再
度
挑
戦
の
機
会
が
与

え
ら
れ
、
練
習
に
も
協

力
し
て
く
れ
た
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
る

　

５
月
７
日
、
八
郷
総
合
支
所 

会
議

室
で
、
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
家
族
経
営
協
定
」
は
、
家
族
で
取

り
組
む
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
経
営

方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、

就
業
条
件
・
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い

て
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
取
り

決
め
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
５
組
の
家
族
の
う
ち
４

組
が
出
席
し
て
、
市
長
、
市
農
業
委

員
会
会
長
、
県
南
農
林
事
務
所
経
営
・

普
及
部
門
長
の
立
会
い
の
も
と
調
印

を
行
い
ま
し
た
。
協
定
の
内
容
は
、

家
族
に
よ
っ
て
様
々
で
、
役
割
分
担

や
、
給
料
、
健
康
診
断
や
旅
行
に
い

た
る
ま
で
、
家
族
ご
と
に
特
色
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
話
し
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
櫻
井
さ
ん

は
「
自
分
が
力
を
注
い
で
や
っ
て
き

た
こ
と
が
最
高
の
形
で
評
価
さ
れ
た

の
は
と
て
も
う
れ
し
い
が
、
こ
れ
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
ま
た
、
ひ
と
り

で
と
っ
た
賞
で
は
な
く
組
合
の
人
や

家
族
な
ど
、み
ん
な
で
と
っ
た
も
の
」

と
の
こ
と
。
ま
た
、
今
後
の
抱
負
に

つ
い
て
は
「
こ
れ
か
ら
も
和
瓦
の
技

術
を
残
す
た
め
、
親
方
た
ち
か
ら
教

わ
っ
た
技
術
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て

い
く
と
と
も
に
、
自
分
も
さ
ら
に
学

ん
で
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

５
組
の
農
業
者
家
族
が

家
族
経
営
協
定
を
締
結

▲協定書には、家族それぞれがサイン・押印します

　

５
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日

間
、
中
央
公
民
館
で
石
岡
市
八
郷
美

術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
の
日
本
画
・
洋
画
・

陶
芸
・
書
・
写
真
の
愛
好
者
１
２
２

人
の
作
品
、
２
０
０
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
、
会
場
を
訪
れ
た
方
は
、

展
示
さ
れ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

▲中央公民館にて

　

立
会
人
祝
辞
と
し
て
市
長
は

「
協
定
を
守
っ
て
立
派
な
家
族
経

営
体
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
経
営
が
ま
す

ま
す
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

協
定
を
締
結
し
た
家
族
を
代

表
し
て
吉
生
の
神
生
さ
ん
は「
皆

さ
ま
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
調

印
式
が
で
き
た
こ
と
に
深
く
感

謝
し
ま
す
。
父
母
か
ら
受
け
継

い
だ
も
の
、
我
々
の
知
識
や
経
験
、

子
ど
も
た
ち
の
新
し
い
感
覚
な
ど
を

生
か
し
、
家
族
の
力
を
合
わ
せ
て
経

営
向
上
に
邁ま

い
し
ん進
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
「
か
わ
ら
ぶ
き
」

限
会
社
の
４
代
目
櫻
井
茂
幸
さ
ん

（
34
）
が
、
３
月
20
日
か
ら
23
日
に

神
戸
市
で
行
わ
れ
た
第
25
回
全
国
技

能
グ
ラ
ン
プ
リ
の
「
か
わ
ら
ぶ
き
」

部
門
で
一
位
に
輝
き
、
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
１
級
技
能

士
以
上
の
資
格
を
持
つ
熟
練
職
人
に

よ
り
競
わ
れ
る
こ
の
大
会
に
は
、
全

国
か
ら
21
人
が
参
加
。櫻
井
さ
ん
は
、

そ
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後
、

18
歳
で
京
都
府
内
の
「
甍

い
ら
か技

塾
（
徳

舛
敏
成
塾
長
）」
で
３
年
修
業
し
、
実

家
に
戻
り
父
の
会
社
に
就
職
。
こ
の
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雨
の
中 

ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
に
１
３
０
人
参
加

石
岡
市
危
険
物
安
全
協
会

設
立
50
周
年
に

　

５
月
22
日
、
ふ
れ
あ
い
の
里
石

岡
ひ
ま
わ
り
の
館
で
石
岡
市
統
計

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
永
年

勤
続
の
功
績
に
よ
り
11
名
の
統
計

調
査
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
石
岡
市
統
計
協
議
会
長
表
彰
】

・
勤
続
50
年　

入
江
貞
一　

・
勤
続
40
年　

谷
仲
力　

・
勤
続
30
年　

舟
橋
順
・
狩
谷
茂

【
石
岡
市
長
表
彰
（
勤
続
10
年
）】

菊
地
四
郎
・
窪
谷
功
・
鬼
澤
茂
・

岩
田
忠
・
岡
野
盛
之
助
・
福
田
長

左
衛
門
・
太
田
利
美

永
年
勤
続
に
よ
り
統
計

調
査
員
が
表
彰

　

５
月
24
日
、
石
岡
イ
ベ
ン
ト
広

場
を
中
心
会
場
と
し
て
石
岡
ふ
れ
あ

い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
、
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
１
３
０
人
が

▲金刀比羅神社にて

　

５
月
28
日
、
石
岡
市
危
険
物
安
全

協
会
の
設
立
50
周
年
記
念
式
典
が
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
石
岡
で
開
催
さ

れ
、
植
田
会
長
を
は
じ
め
市
長
や
関

係
者
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

石
岡
市
危
険
物
安
全
協
会
は
、
危

険
物
取
り
扱
い
管
理
の
向
上
と
危
険

物
に
起
因
す
る
災
害
防
止
を
目
的
に

昭
和
34
年
７
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
半
世
紀

に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
、
危
険
物

安
全
功
労
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
市

消
防
本
部
に
連
絡
車
が
寄
贈
さ
れ
、

目
録
が
植
田
会
長
か
ら
横
田
市
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
春
の
叙
勲
、
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
に
お
い
て
、
石
岡
市
か

ら
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に
よ
り

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

◆
春
の
叙
勲
◆

瑞宝小授章
大槻　文章

（元公立養護学校長）

瑞宝小授章
紙塚　啓

（元関東郵政監察局
茨城郵政監察室長）

✿ 
春
の
叙
勲        

✿
● 

瑞
宝
章
（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
で
、
公
務
等
に
長
年
に
わ

た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に

授
与
さ
れ
ま
す
。 （

順
不
同
・
敬
称
略
）

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
御
朱
印
を
集
め
る
「
歴
史

の
里
寺
社
巡
り
コ
ー
ス
」
と
、
途
中

で
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
「
石
岡
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」に
分
か
れ
、

広
場
を
出
発
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
地
図
を
片
手
に
問
題
を
解
き
な

が
ら
、
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
普
段

歩
く
こ
と
の
少
な
い
街
中
の
路
地
裏

の
道
を
歩
い
た
り
、
気
に
も
止
め
ず

に
通
り
過
ぎ
て
い
た
景
色
を
眺
め
た

り
し
な
が
ら
、市
内
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
を

開
局
し
、
参
加
者
に
ひ
と
こ
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
れ
を
ラ
イ
ブ

中
継
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
石
岡
が
歴
史
の

あ
る
街
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き

た
」「
雨
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
も
頑

張
っ
て
一
緒
に
歩
け
た
の
で
楽
し

か
っ
た
」
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
◆

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
）

　

吉
村　

明

　
　
（
元
三
等
空
尉
）

▲統計功労者表彰の受賞者

▲ 連絡車の寄贈をする植田会長（左）

● 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

警
察
官
、
自
衛
官
な
ど
著
し
く
危

険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
方
に

対
す
る
叙
勲
で
す
。

１１　広報いしおか　№９０
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石岡市役所
　☎ 23ー1111
八郷総合支所
　☎ 43ー1111
石岡消防署
　☎ 23ー0119
八郷消防署
　☎ 43ー6491
火災情報
　☎ 24ー1818
テレホンサービス
　☎ 080-0800-7766

イ
ベ
ン
ト

募　
　
集

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と
、

介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ン
グ
リ
ー
ン

や
さ
と
共
催
で
納
涼
祭
を
開
催
し
ま

す
。
模
擬
店
、
花
火
、
盆
踊
り
な
ど

納
涼
祭
に

　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

８
月
１
日

茨
城
県
警
察
官

　

採
用
試
験（
第
２
回
）

採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

【
試
験
区
分
Ａ
】　

男
性
警
察
官
35
名

程
度
・
女
性
警
察
官
４
名
程
度

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
人
、
も
し
く
は
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た

は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認

め
る
人

【
試
験
区
分
Ｂ
】　

男
性
警
察
官
40
名

程
度
・
女
性
警
察
官
５
名
程
度

　

昭
和
55
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

試
験
区
分
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当
し

な
い
人

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
18
日
（
火
）

日
時　

７
月
26
日
（
日
）
雨
天
決
行

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
６
時

場
所　

石
岡
駅
前
通
り

※
当
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
7

時
ま
で
歩
行
者
天
国
に
な
り
ま
す
。

内
容

・
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

・
市
民
参
加
の
七
夕
飾
り
（
市
内
19

小
学
校
の
児
童
が
作
っ
た
短
冊
を
飾

り
ま
す
）

・
七
夕
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト

・ 

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
各
種
芸
能

・
お
楽
し
み
抽
選
会

い
し
お
か
七
夕
ま
つ
り

７
月
26
日

・
こ
ど
も
広
場
で
の
各
種
遊
び
体
験

・ 

消
防
綱
渡
り
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
演

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
実
演

・
石
岡
の
逸
品
な
ど
各
種
物
販 

な
ど

問
い
合
わ
せ

石
岡
商
工
会
議
所

☎
２
２
・
４
１
８
１

の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
１
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

※
雨
天
順
延
（
２
日
が
雨
の
場
合
は

中
止
）

＊
当
日
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
車
は

乗
り
合
い
で
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

や
さ
と

石
岡
市
小
倉
４
４
２-

１

☎
４
３
・
０
８
１
１

市
の
認
定
賃
貸
住
宅
の

　
　
　
　
　

入
居
者
募
集

中
心
市
街
地
に
住
み
ま
せ
ん
か
？

入
居
資
格　

次
に
該
当
す
る
方
の
う

ち
、
所
有
し
て
い
る
住
宅
が
な
く
、

同
居
の
親
族
が
い
る
方

・
60
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
障
害
者
等
世
帯

・
子
育
て
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子
）

・
高
齢
者
同
居
世
帯 

な
ど

※
入
居
に
あ
た
っ
て
は
、
収
入
基
準
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
戸
数
・
間
取
り

20
戸
、
２
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
（
第
14
Ｓ

Ｙ
ビ
ル　

国
府
２-

１-

４
）

募
集
締
切　

７
月
17
日
（
金
）

※
閉
庁
日
は
、受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
６
６
）

情報
ネットワーク

広報いしおか　№９０　１２

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



情報　ネットワーク

そ
の
他

男
女
共
同
参
画
・
国
際
交

流
事
業
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
石
岡
市
男
女
共
同
参
画

施
策
推
進
事
業
補
助
金
と
石
岡
市
国

際
交
流
施
策
推
進
事
業
補
助
金
の
制

度
を
設
け
て

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

７
月
13
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

石
岡
市
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進
事
業

◇
対
象　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関

す
る
事
業
を
実
施
す
る
団
体

◇
内
容　

補
助
対
象
経
費
か
ら
事
業

�社会を明るくする運動�は
　　立ち直りを支える運動です

　犯罪や非行をする人がいない。あやまちから
の立ち直りを支えていける地域をつくる。その
ためには、一部の人たちだけでなく、地域すべ
ての人がそれぞれの立場で関わっていく必要が
あります。�社会を明るくする運動�は、今年
で 59 回目を迎える全国的な運動です。犯罪や
非行のない地域をつくるために、一人ひとりが
考え、参加するきっかけをつくることを目指し
ています。
　７月の強調月間には、関係機関・団体が石岡
駅頭をはじめ、市内各所で啓発活動を行います。
　皆さんの理解と協力をお願いします。
問い合わせ　市役所 秘書広聴課
　　　　　　☎ 23-1111（内線 210）

７
月
13
日
～
31
日

第
一
次
試
験
日　

９
月
20
日
（
日
）

※
石
岡
警
察
署
に
て
、
随
時
「
試
験

説
明
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
者
は
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
試
験
案
内
な
ど
を
郵
送
希
望
の

方
も
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
警
察
署 

警
務
課

☎
２
８
・
０
１
１
０

収
入
を
差
し
引
い
た
額
の
50
％
以
内

で
、
一
団
体
の
事
業
に
つ
き
８
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

石
岡
市
国
際
交
流
施
策
推
進
事
業

◇
対
象　

国
際
交
流
に
関
す
る
事
業

を
実
施
す
る
団
体

◇
内
容　

補
助
対
象
経
費
か
ら
事
業

収
入
を
差
し
引
い
た
額
の
50
％
以
内

で
、
一
事
業
に
つ
き
10
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

対
象
団
体　

い
ず
れ
も
、
営
利
を
目

的
と
せ
ず
に
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
民
間
団
体
に
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

企
画
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

紙
お
む
つ

　
　

購
入
助
成
の
申
請

　

市
で
は
、
ね
た
き
り
の
高
齢
者
の

方
な
ど
に
対
し
、
紙
お
む
つ
を
購
入

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
第
１
四
半
期
分
（
４
～
６
月
購

入
分
）
を
７
月
10
日
（
金
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
10
日
以
降
の

申
請
は
、
第
２
四
半
期
と
同
時
期
の

支
払
い
に
な
り
ま
す
。

４
月
～
６
月
購
入
分

対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該

当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

・
市
内
在
住
の
方

・
自
宅
で
生
活
し
、
日
常
生
活
に
お

い
て
、
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
状

態
に
あ
る
方

・
介
護
保
険
で
要
介
護
１
か
ら
５
ま

で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

・
非
課
税
世
帯
の
方

助
成
対
象
商
品　

紙
お
む
つ
、
尿
と

り
パ
ッ
ド
（
軽
失
禁
用
を
除
く
）、

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

助
成
金
額　

１
か
月
３
２
０
０
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　

次
の
①
～
③
を
市
役

所 

高
齢
福
祉
課
ま
た
は
八
郷
総
合

支
所 

市
民
窓
口
課
ま
で
持
参
く
だ

さ
い
。

①
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
購
入
し

た
分
の
品
目
が
記
載
さ
れ
た
レ
シ
ー

ト
ま
た
は
領
収
書

②
対
象
者
ま
た
は
介
護
者
の
振
り

込
み
先
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

③
認
め
印

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
５
３
）

第
59
回
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保
菌
検
査（
検
便
）を

　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

茨
城
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
第

２
条
の
管
理
運
営
基
準
に
基
づ
き
、

保
菌
検
査
（
検
便
）
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
食
品
取
扱
者
は

も
れ
な
く
受
診
し
て
下
さ
い
。
次
の

日
程
で
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
毎
週

水
曜
日
（
午
前
９
時
～
11
時
）
に
土

浦
保
健
所
内 

食
品
衛
生
協
会
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者　

食
品
の
製
造
・
調
理
・
販

売
ま
た
は
取
り
扱
い
に
従
事
す
る
人

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

持
参
す
る
も
の

・
検
体
（
便
）

・
腸
内
病
原
細
菌
検
査
申
込
書

・
食
品
衛
生
責
任
者
管
理
記
録
簿

・
検
査
手
数
料
（
１
検
体
に
つ
き
）

  

①
赤
痢
・
サ
ル
モ
ネ
ラ 

６
０
０
円

 

②
Ｏ-

１
５
７
・
赤
痢
・
サ
ル
モ  

ネ
ラ　

８
０
０
円

検
査
容
器
等
の
配
布

・
食
品
衛
生
協
会
各
支
部
・
各
地
区

の
食
品
衛
生
推
進
員
を
通
し
て
配
布

す
る
予
定
で
す
。

・
大
型
施
設
な
ど
は
、
事
前
に
土
浦

保
健
所
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

検
査
実
施
機
関

（
財
）
茨
城
県
総
合
健
診
協
会

問
い
合
わ
せ　

土
浦
保
健
所 

衛
生
課

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
６
４

土
浦
食
品
衛
生
協
会

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
４
１
２
７

食
品
取
扱
者
の
方
へ

受　

付　

日　

時

会　

場

７月
15 日

午
前
10
時
～

　

     

11
時
30
分

石
岡
保
健

セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
30
分
～

            　

 

３
時

27 日
午
前
10
時
～

　

     

11
時
30
分

23 日
午
前
10
時
～

　

     

11
時
30
分

八
郷
保
健

セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
30
分
～

                

３
時

27 日
午
後
１
時
30
分
～

                

３
時

　

９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月

間
に
わ
た
り
、
全
国
消
費
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ

て
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
お

宅
に
伺
い
ま
す
。
調
査
員
が
伺
っ

た
際
に
は
、
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
内
容
は
、
外
部
に
漏ろ

う
え
い洩

し
な
い
よ
う
厳
重
に
管
理
さ
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

～ 

家
計
簿
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す 

～

全
国
消
費
実
態
調
査
が
始
ま
り
ま
す

　

な
お
、
今
回
の
調
査
対
象
地
区

は
、
総
社
二
丁
目
・
若
宮
二
丁
目
・

国
府
二
丁
目
・
国
府
五
丁
目
な
ど

の
一
部
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

企
画
課 

統
計
担
当

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　

    

（
内
線
２
２
２
）

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
６
８
０
０
０

 

（
市
内
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

公
共
下
水
道
排
水
設
備
主

任
技
術
者
試
験
・
講
習
会

試
験
日
時

10
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～

講
習
会
日
時

９
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

会
場　

ホ
テ
ル 

マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　
　
　
　
（
土
浦
市
城
北
町
２-

24
）

申
込
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

必
要
書
類　

受
験
申
込
書
・
履
歴

書
・
住
民
票
（
提
出
前
３
か
月
以

　

日
本
語
を
学
ぶ
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ

日
本
語
お
も
し
ろ
発
表
会

＆
交
流
会

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
生
に
よ
る

内
）・
卒
業
証
明
書
・
資
格
証
明

書
・
写
真
２
枚
（
タ
テ
3.0
㎝
×
ヨ

コ
2.5
㎝
、
提
出
前
３
か
月
以
内
で

上
半
身
脱
帽
の
も
の
）・
受
験
手

数
料
２
０
０
０
円
・
受
講
手
数
料

２
０
０
０
円
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

下
水
道
課 

業
務
管
理
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
）

ン
ゼ
コ
ー
ル
の
大

学
生
が
、
３
週
間

の
日
本
滞
在
中
に

体
験
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
、
覚
え
た
て
の
日
本
語

を
駆
使
し
て
発
表
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
18
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

場
所　

国
府
地
区
公
民
館

参
加
費　

無
料
（
一
品
持
ち
寄
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ー
ツ

武
井 

☎
２
３
・
６
５
８
２

鈴
木 

☎
４
６
・
７
０
４
１

広報いしおか　№９０　１４
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